
（第三種郵便物認可）２０１２年９月２５日 大阪歯科保険医新聞（５、15、25日発行）（３）

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

９
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

�

千
里
朝
日
阪
急
ビ
ル
14
階
１
号
会
議
室
（
地
下
鉄

「
千
里
中
央
」
駅
か
ら
徒
歩
３
分
）

定
員  

40
人　
　

会
費　

会
員
無
料

話
題
提
供　

福
原
稔
氏
（
吹
田
市
開
業
）

北
大
阪
地
区
会
員
交
流
会

ス
タ
ッ
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の〝
持
論
〟を
見
つ
け
よ
う

日
時　

10
月
13
・
27
日（
土
）午
後
２
時
30
分
～
５
時
30
分

※
２
回
通
し
て
の
講
習

会
場　

京
橋
・
弥
生
カ
レ
ッ
ジ
Ｃ
Ｍ
Ｃ

講
師　

柄
溝
宗
生
氏
（
協
会
税
理
士
団
）

会
費　

１
万
円
（
２
回
分
）　
　

定
員　

20
人

対
象　

会
員
、
家
族
、
院
所
ス
タ
ッ
フ

「
弥
生
会
計
」パ
ソ
コ
ン
記
帳
講
座

日
時　

10
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

定
員　

20
人

大
阪
市
西
部
・
東
部
・
南
部
地
区

「
洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー
上
級
編
」

経
営
講
座日

時　

10
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

疋
田
英
司
氏
（
協
会
顧
問
税
理
士
団
副
団
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

歯
科
医
院
に
お
け
る
持
続
的
発
展
の
要
件

日
時　

10
月
８
日
（
月
・
祝
）
午
後
２
時
～
５
時

集
合　

南
海
本
線
「
岸
和
田
」
駅
西
出
口

会
費　

６
０
０
円
（
入
館
料
等
）

定
員　

30
人
（
要
事
前
申
込
）

コ
ー
ス　

�

コ
シ
ノ
洋
装
店
～
紀
州
街
道
～
だ
ん
じ
り
会
館

（
館
内
見
学
）
～
岸
和
田
城
～
五
風
荘

※
終
了
後
に
五
風
荘
で
懇
親
会
を
開
催
。（
実
費
）

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
文
化
企
画

岸
和
田
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

日
時　

10
月
７
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場　

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
（
中
央
区
本
町
橋
２
―
５
）

講
師　

池
崎
晴
美
氏
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　

定
員　

１
０
０
人

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区

心
を
ギ
ュ
ッ
と
つ
か
む
話
し
方 

ハ
ッ
ピ
ー
ト
ー
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
Ⓡ
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診療が変わる くすりの知識

休保募集再開の見通し立った

末松基生（明和病院歯科口腔外科医長）

水み
ず

間ま

寺で
ら

の
巻

天台宗の別格本山で通称「水間観音」とし
て知られる水間寺。三重塔（左）と本堂（右）

第
13
回
共
済
加
入
者
の
つ
ど
い

小
澤
理
事
長
が
運
動
協
力
に
お
礼

10月度生涯研修抄録

　

近
年
、
生
活
習
慣
病
や
が

ん
の
国
家
的
対
策
に
よ
り
、

健
診
の
機
会
も
増
加
し
、
そ

の
結
果
疾
病
の
掘
り
起
こ
し

が
進
み
、
そ
れ
に
対
す
る
薬

剤
処
方
が
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
新
薬

の
開
発
も
め
ざ
ま
し
い
。
一

方
、
歯
科
領
域
で
は
若
年
者

の
う
蝕
診
療
は
減
少
の
一
途

で
、
反
面
高
齢
者
や
有
病
者

に
対
す
る
総
合
診
療
の
機
会

が
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い

る
。
歯
科
医
師
は
こ
の
よ
う

な
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
医

科
の
薬
剤
処
方
を
よ
り
深
く

理
解
し
、
安
全
な
歯
科
診
療

を
提
供
す
る
必
要
に
迫
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
病
識
の
な

い
患
者
は
非
常
に
多
く
、
歯

科
医
院
に
お
い
て
全
身
状
態

を
正
確
に
問
診
で
把
握
で
き

る
ケ
ー
ス
は
ま
れ
で
あ
り
、

か
と
い
っ
て
逐
一
医
科
主
治

医
に
問
い
合
わ
せ
る
余
裕
は

な
い
。

　

重
要
な
ヒ
ン
ト
と
な
る
の

が
「
お
く
す
り
手
帳
」
で
あ

る
。
歯
科
医
師
は
使
用
薬
剤

か
ら
全
身
状
態
を
推
定
す
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
な
の

で
あ
る
。
既
知
の
疾
患
別
に

診
療
上
の
注
意
点
を
列
挙
す

る
成
書
は
多
く
存
在
す
る

が
、
そ
も
そ
も
病
識
が
な
い

患
者
に
対
応
す
る
現
場
で
は

役
に
立
た
な
い
こ
と
は
皆
が

経
験
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。

　

本
講
演
で
は
現
場
の
立
場

で
、
病
識
の
な
い
患
者
の

「
お
く
す
り
手
帳
」
か
ら
全

身
疾
患
を
推
測
し
、
患
者
・

歯
科
医
師
相
互
の
危
険
を
回

避
す
る
方
法
を
述
べ
る
。
薬

剤
に
つ
い
て
は
本
年
発
売
さ

れ
た
新
薬
ま
で
フ
ォ
ロ
ー

し
、
一
般
名
で
は
な
く
商
品

名
で
解
説
す
る
。
ま
た
、
自

身
で
処
方
す
る
薬
、
特
に
抗

菌
薬
、
鎮
痛
薬
、
局
所
麻
酔

薬
、
粘
膜
疾
患
用
薬
剤
な
ど

に
つ
い
て
そ
の
基
本
とup 

to date

を
、
病
院
歯
科
に

お
け
る
多
数
の
有
病
者
診
療

経
験
と
最
新
のevidence
を

基
に
解
説
す
る
。

　

▽
10
月
21
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
１
時
。
▽
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
。
▽
３
千
円
。

歯
科
医
院
貸
与

【
所
在
地
】
東
大
阪
市
菱
屋

西
１
―
13
―
31

【
最
寄
駅
】
近
鉄
大
阪
線

「
長
瀬
」
駅

【
条
件
等
】
１
Ｆ
、
約
40
～

50
㎡
（
駐
車
場
あ
り
）

【
金
額
】
面
談
の
上

【
連
絡
先
】
佐
多
和
子
（
０

９
０
―
９
６
９
３
―
６
６
９

５
）

◆

掲
載
は
協
会
会
員
に
限
り
ま

す
。
協
会
は
紹
介
の
み
で
、

掲
載
内
容
の
確
認
や
条
件
な

ど
の
交
渉
は
当
事
者
間
で
お

願
い
し
ま
す
。
掲
載
に
あ
た

っ
て
の
お
申
し
込
み
や
お
問

い
合
わ
せ
は
新
聞
部
ま
で

（
☎
06
―
６
５
６
８
―
７
７

３
１
）

　

保
険
医
年
金
と
休
業
保
障
の
制
度

運
営
の
報
告
と
懇
親
を
目
的
に
、
第

13
回
「
共
済
加
入
者
の
つ
ど
い
」
が

８
日
、
大
阪
市
内
で
開
か
れ
た
。
共

済
に
加
入
す
る
会
員
・
家
族
、
委
託

生
保
関
係
者
ら
１
５
１
人
が
参
加
し

た
。

　

あ
い
さ
つ
し
た
小
澤
力
理
事
長

は
、
休
業
保
障
の
募
集
再
開
へ
見
通

し
が
立
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、
協
会

・
保
団
連
運
動
へ
の
協
力
に
お
礼
を

述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
協
会
活
動
や

会
員
の
診
療
を
支
え
て
き
た
共
済
制

度
の
意
義
を
説
明
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

よ
る
〝
共
済
つ
ぶ
し
〟
の
動
き
に
懸

念
を
示
し
、
協
会
運
動
へ
の
さ
ら
な

る
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　

下
井
戸
昭
介
副
理
事
長
（
共
済
部

長
）
は
、
保
険
医
年
金
の
普
及
結
果

や
休
業
保
障
の
給
付
状
況
な
ど
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

　

記
念
行
事
で
は
、「
平
田
英
治
サ

ク
ソ
フ
ォ
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
が

四
重
奏
を
披
露
。
参
加
者
は
、
４
種

類
の
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
演
奏
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

　

仙
人
と
出
会
っ
た
滝
は
現

存
し
、
ミ
ー
ハ
ー
の
セ
イ
ヤ

ン
は
か
な
り
期
待
し
た
の
で

す
が
、
あ
た
り
一
面
住
宅
地

で
、
厳
か
な
雰
囲
気
は
み
じ

ん
も
な
く
、
仙
人
さ
ん
も
こ

の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
龍
に
化
け
て
昇
天
す
る

ん
は
、
ち
と
キ
ツ
い
の
で
は

な
い
か
と
推
察
し
ま
し
た
。

　

勉
強
嫌
い
の
く
だ
ん
の
友

人
と
久
し
ぶ
り
の
同
窓
会
で

会
っ
た
と
こ
ろ
、
現
在
日
本

平
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
オ
ー
ナ

ー
に
納
ま
っ
て
て
、
ぜ
ひ
一

度
遊
び
に
来
い
と
ひ
つ
こ
く

誘
わ
れ
、
は
ぐ
ら
か
す
の
に

往
生
し
ま
し
た
。マ
イ
ッ
タ
。

�

（
新
聞
部
・
青
木
建
雄
）

の
方
角
に
観
世
音
菩
薩
が
出

現
す
る
」
と
の
こ
と
。
そ
の

命
を
受
け
た
行
基
菩
薩
は
、

そ
の
夢
の
お
告
げ
に
従
い
こ

の
地
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
導

か
れ
た
滝
の
辺
り
で
白
髪
の

仙
人
に
会
い
、
聖
観
世
音
の

で
す
が
、
実
際
に
は
縁
が
な

く
そ
れ
っ
き
り
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。最
近
、近
場
の
温
泉

め
ぐ
り
に
ハ
マ
っ
た
セ
イ
ヤ

ン
が
め
っ
こ
つ
け
た
ん
が
、

水
間
温
泉
で
す
。
つ
い
で
に

行
け
る
や
ん
か
と
、
積
年
の

う
と
関
係
の
な
い
問
題
や
っ

た
け
ど
。
が
、
彼
に
と
っ
て

は
よ
ほ
ど
重
大
な
こ
と
み
た

い
で
。

コ
は
え
え
な
あ
、
勉
強
せ
ん

で
え
え
か
ら
」。
今
思
う
に

相
当
親
の
期
待
が
強
く
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
ツ
ブ
さ
れ
と

っ
た
ん
や
ろ
な
あ
。
か
わ
い

　

セ
イ
ヤ
ン
そ
れ
か
ら
と
い

う
も
の
、
常
に
チ
ッ
コ
イ
脳

み
そ
の
は
じ
っ
こ
に
水
間

寺
、
水
間
寺
と
い
う
単
語
が

引
っ
か
か
っ
て
は
お
っ
た
ん

念
願
叶
っ
て
の
出
陣
で
す
。

　

天
平
16
年
（
７
４
４
年
）

聖
武
天
皇
が
42
歳
の
時
病
気

に
な
り
、
そ
の
夢
の
お
告
げ

が
「
こ
の
奈
良
の
都
の
西
南

そ
う
に
。
セ
イ
ヤ
ン
さ
す
が

に
そ
こ
ま
で
は
思
わ
ん
か
っ

た
け
ど
…
。

　

社
会
科
の
試
験
の
後
、
や

つ
が
得
意
満
面
の

面
持
ち
で
セ
イ
ヤ

ン
に
「
水
間
寺
出

た
な
！
当
然
お
前

も
正
解
や
ん

な
？
」
と
訊
い
て

き
よ
っ
た
。
一
瞬

尊
像
を
渡
さ

れ
、
己
は
龍
と

な
っ
て
昇
天
し

た
と
い
う
。
聖

　

セ
イ
ヤ
ン
の
中
学
校
の
友

達
で
、
弁
護
士
の
息
子
が
い

て
ま
し
て
、
そ
の
君
が
セ
イ

ヤ
ン
と
同
じ
く
勉
強
が
大
の

苦
手
で
、
口
癖
は
「
犬
や
ネ

な
ん
の
こ
と
か
理
解
で
き
ん

か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
地
理

の
設
問
で
水
間
寺
が
出
と
っ

た
ら
し
い
ん
で
す
。
で
す
が

別
に
水
間
寺
が
ど
こ
に
あ
ろ

武
天
皇
は
こ
の
尊
像
の
お
か

げ
で
全
快
し
、
こ
の
仏
様
を

現
地
に
お
祀
り
す
る
よ
う
命

じ
、
行
基
菩
薩
が
こ
の
地
に

お
堂
を
建
立
し
た
の
が
、
水

間
寺
創
建
の
物
語
で
す
。
現

在
厄
除
け
観
音
と
し
て
庶
民

に
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

貝
塚
市

ノ
ン
ベ
ジ
青
ヤ
ン
の

つ
ど
い
を
盛
り
上
げ
る
平
田
英
治

（
左
端
）
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
・
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
メ
ン
バ
ー　
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